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来園時ルール
・入口の黄色チェーンは講習会時を除き作業中も極力
閉めるようにしてください。(誤侵入者防止のため)

・自転車は決められた場所に駐輪ください。
・講習参加時は出欠表の記入を忘れずにお願いします。

農園利用者外の方の農園立入ルール
・農園利用者立ち合いを条件に、農作業/収穫目的
での立入を許可します。農園への申告は不要です。
※農園利用者：契約者および定期的に講習会に参加している方

・農園で決められたルールを順守させてください。
・農園への立入りは、許可を得た場合を除き、体験農園
および農道に限ります

当農園は農育・食育の観点から、お子さん/お孫さん/友人を連れての
来園は歓迎しています。ただし、普段農園に来られていない方は意図
しない行動をしてしまうことで、これまでも他の区画に入ってマルチ
や作物を傷つけてしまったり、他区画の作物を収穫してしまったりす
るトラブルがあります。引率される利用者の方は、十分にご注意くだ
さるようにお願いします。特に小さなお子様と来園される場合、農具
などで思わぬ怪我をしてしまう危険があるので、保護者の方は常に目
を離さぬようお願いします。

作業時ルール
・農園支給のはさみ、スコップ、メジャーは消耗品です。
破損時場合お取替えしますのでお声がけください。
なお紛失の場合は各自でご用意ください

・ネット/パオパオ/黒ひも等は、繰り返し使用するので、
自己判断で捨てないでください。

・農具や種は数に限りがあります。譲り合ってお使い
下さい。終わったら速やかに返却ください。

・農具や資材の置き忘れは厳禁です。通行人がけがを
する可能性もあるので帰宅前に確認ください。
(昨年度、クワやはさみが何度も落ちてました)

・マルチは種類/数を間違えないようお持ちください。
・苗のポッドは、洗って泥をおとしてから指定場所に
返却ください。

ゴミの分別ルール
・分別にご協力ください(分類はゴミ箱に表示)。
割りばしは全て回収します(生ごみではありません)

・私物ゴミ(手袋、マスク等)は各自お持ち帰りください。
・使用済みマルチは、十分に乾かして泥をしっかり
落とし、指定サイズまで小さくしてから破棄ください。

全般
体験農園は市民農園とは異なり、農業者等の指導/管理
のもと、農作業を行うことが前提の農園です。
今年度も自由来園講習を多く設定し、不在時もある程
度の作業ができる状況ではありますが、春/秋の植え付
け期間は可能な限り指導時間帯に来園し、指導を受け
るようにしてください。
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誤収穫トラブルについて
毎年、隣の区画の作物を間違えて収穫してしまったというトラブルが
発生しております。農園としては原則、区画間の仲介は致しません。
隣接区画の方とお会いできないケースが多いですが、黄色いボックス
内に書置きを残す等での対応をお願いします。



体験農園(小牧園) 令和8年度 特記事項 2026/2/1

①講習体系について
基本的には例年通りの形で行います。ただし今年度も地域活動・家庭事情により
指導対応時間を不定期に変更させていただく可能性があります。
詳細については都度一斉メールにて都度ご連絡いたします。

②片付けについて
・農園共有物(農具/肥料バケツ/種等)は帰宅前に必ず元の場所にお戻しください。
特に肥料バケツ/種を個人ボックスに入れて帰ることはおやめください。

・トマト/きゅうりの支柱は、長さ別(240cm/270cm)に分けてお戻しください。
 

・使用済みマルチゴミはかなり改善されました。引き続きご協力をお願いします。

・トウモロコシ/モロヘイヤ等については機械でまとめて粉砕します
破棄する時期が来ましたら場所を指定するので、生ごみ置き場には捨てないでください。

③契約期間終了時の現状復帰に関して、以下の点注意ください
・マルチはがし跡、ネギ畝などをそのままにせず、凸凹がないよう平坦にしてください
・大きな生ごみ(キャベツの根等)を残さないようにしてください（細かいワラは大丈夫です）
・マルチをはがす際はスコップなどを使用し、切れ端がないようにしてください
・鉄棒は必ずお戻しください(昨年度2本落ちていました)
・支給品物品調査票は必ず提出ください。
上記１２月に再度周知しますので、ご協力をお願いします。
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